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令
和
三
年
四
月
十
一
日
（
日
）

　

九
時
～
十
二
時
十
五
分

 

於　
岡
山
県
珠
算
会
館
二
階
会
議
室

 

オ
ン
ラ
イ
ン
各
役
員
宅

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

池
上
・
吉
田
・
若
林

　

片
岡
（
か
）・
杉
本
・
金
光

　

片
岡
（
つ
）・
山
本
・
小
林

　

落
合
・
嘉
数

支
部
長
あ
い
さ
つ

議
題

一
、
令
和
三
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　

①
予
算
案
に
つ
い
て

　

・ 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
例
年

通
り
の
事
業
活
動
を
実
施
す

る
。

　

・ 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
は

中
止
と
な
っ
た
。

　

・ 

顧
問
参
与
会
に
一
名
増
と
な

る
。

　

②
事
業
予
定
に
関
し
て

　

・ 

常
任
委
員
会
・
地
区
長
連
絡

会
及
び
合
同
会
議
は
七
月
四

日
（
日
）
に
変
更
す
る
。

　

・ 

常
任
委
員
会
の
日
程
変
更
に

伴
い
、
監
査
会
を
七
月
二
日

（
金
）
に
変
更
す
る
。

二
、
競
技
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
度
県
大
会
に
つ
い
て

　

・ 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
再
び
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
岡
山
県
珠

算
競
技
大
会
は
中
止
と
し
て

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

が
地
連
会
議（
四
月
十
八
日
）

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
県
内
を
三
会
場
（
岡
山

津
山
、
高
梁
）
に
分
け
通
信

大
会
に
よ
る
予
選
会
を
実
施

す
る
。

三
、
検
定
事
業
に
つ
い
て

　

① 

受
験
者
増
加
対
策
交
付
金
の

送
金
方
法
に
つ
い
て

　

・ 

対
象
地
区
に
金
額
の
通
知
を

連
絡
し
た
上
で
、
次
回
検
定

料
の
相
殺
と
す
る
。

　

② 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
に
つ
い
て

　

・ 

令
和
三
年
度
よ
り
実
施
方
法

が
変
更
と
な
る
。

　

・ 
現
在
の
実
施
状
況
は
、
備
南

地
区
と
美
咲
地
区
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

常
任
委
員
会

　

・ 

受
験
者
を
増
や
す
た
め
、
珠

算
会
館
で
検
定
委
員
会
が
実

施
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検

定
を
土
曜
日
に
実
施
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
く
。

　

③ 

新
年
度
テ
レ
ワ
ー
ク
運
用
に

つ
い
て

　

・ 

検
定
試
験
申
込
及
び
結
果
報

告
を
可
能
な
地
区
に
つ
い
て

は
ク
ラ
ウ
ド
で
行
う
。
ま
た

そ
の
た
め
の
説
明
会
を
来
年

度
ま
で
に
実
施
す
る
。

四
、
そ
の
他

　

① 

新
入
会
員
承
認
の
件
に
つ
い

て

　

・ 

坪
井
氏
、
羽
原
氏
の
二
名
を

新
入
会
員
と
し
て
承
認
す
る
。

　

② 

倉
敷
地
区
及
び
吉
備
地
区
の

合
併
に
つ
い
て

　

・ 

地
区
長
よ
り
申
請
が
あ
っ
た

時
点
で
承
認
す
る
こ
と
で
了

承
い
た
だ
き
た
い
。

　

→ 

申
請
の
内
容
を
確
認
し
な
け

れ
ば
承
認
は
で
き
な
い
の
で

申
請
が
提
出
さ
れ
た
ら
そ
の

時
点
の
常
任
委
員
会
で
手
続

き
を
と
る
こ
と
と
す
る
。

　

③ 

六
月
広
報
に
つ
い
て

　

・ 

新
会
員
の
募
集
を
す
る
た
め

学
習
塾
な
ど
が
広
告
し
て
い

る
先
生
募
集
の
よ
う
な
広
告

を
一
部
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

→ 

未
経
験
者
を
珠
算
指
導
者
と

し
て
受
け
入
れ
る
体
制
は
、

充
分
整
え
て
か
ら
に
し
た
方

が
良
い
。

　

④ 

ト
イ
レ
修
繕
の
件
に
つ
い
て

　

・ 

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
保
留

に
な
っ
て
い
た
洋
式
ト
イ
レ

に
一
部
改
修
す
る
件

　

→ 

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
修
し

て
お
く
べ
き
。

発　行　所
公益社団法人全国珠算教育連盟

岡山県支部
岡山市北区東古松2-6-16
TEL 086-222-5420

発行者　池上　修生
編集者　山本　順子

文部科学省後援
全珠連珠算・暗算検定試験
全 国 一 斉 施 行
第403回 令和３.５.30
第404回 令和３.７.18

岡
山
県
支
部 

支
部
長

　

池
上
　
修
生

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

�

事
業
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

拡
大
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
十

六
日
全
国
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
公
共
施
設
の
閉
鎖
な
ど
、
検
定

事
業
や
会
員
皆
様
の
活
動
に
も
多

大
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
す
で
に

一
年
が
過
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
対
応
策
も
日
々
生
活
す
る
中
で

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
五
月
と
六
月
に
急
遽
、
オ

ン
ラ
イ
ン
講
習
を
、
常
任
委
員
会

は
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
経
費

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
後
の
常
任
委
員
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
「
全
日
本
珠
算
選

手
権
大
会
」
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
四
月
十
八
日
の
中
国
地
方

連
合
会
の
正
副
委
員
長
会
議
で

「
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
」

は
八
月
十
八
日
に
山
口
市
の
「
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
に
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た

上
で
実
施
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
岡
山
県
支
部
で
は
会
場
を

分
け
て
通
信
大
会
の
形
式
で
中
国

五
県
大
会
予
選
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
実
施
で
き
な

か
っ
た
「
岡
山
県
ち
び
っ
子
そ
ろ

ば
ん
大
会
」
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
開
催
が
で
き
な
け
れ
ば
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
も
変
異

型
ウ
ィ
ル
ス
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
か
ら
低
年
齢
層
へ
感
染
拡

大
の
懸
念
が
あ
る
た
め
、
十
分
な

感
染
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

岡
山
県
支
部
で
は
、
来
年
度
か

ら
文
書
決
済
や
支
部
業
務
を
テ
レ

ワ
ー
ク
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
と
同
時
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

機
器
を
導
入
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

コ
ピ
ー
機
か
ら
の
情
報
流
出
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
支
部
事
務
所

に
い
な
く
て
もW

i-Fi（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）
の
環
境
が
あ
れ
ば
、
自
宅
で

も
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
で
も
仕
事

が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
岡
山
県
支
部
に
お
い

て
は
、
こ
の
五
年
の
間
に
会
員
が

十
名
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
支
部
で
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
独
自
の
会
員
増
加
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
広
報
不
足
も

あ
っ
て
知
ら
な
い
方
が
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
本
部
の
会
員
増

加
対
策
に
加
え
て
、
現
会
員
が
後

継
者
等
の
新
入
会
員
を
入
会
申
請

い
た
だ
い
た
場
合
に
、
新
入
会
員

と
現
会
員
と
も
に
支
部
会
費
を
二

年
間
半
額
に
し
ま
す
。
是
非
と
も

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
会
員
が

増
加
す
る
よ
う
に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
為
、
臨
時
総
会
は
書

面
決
議
に
な
り
ま
し
た
。

定
数
報
告

 

会
員
総
数　

七
十
九
名

　

第
一
号
議
案

　

第
二
号
議
案

　

第
三
号
議
案

　
　
　

有
効
回
答
数 

六
十
八
名

　
　
　

無
効 

一
名

　
　
　

無
回
答 

十
名

　

第
四
号
議
案

　

第
五
号
議
案

　
　
　

有
効
回
答
数 

六
十
九
名

　
　
　

無
効 

一
名

　
　
　

無
回
答 

九
名

　

正
会
員
数
七
十
九
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
臨
時
総
会
が

成
立
す
る
こ
と
を
報
告

議
事

第
一
号
議
案

　

令
和
三
・
四
年
度
常
任
委
員
承

認
の
件

　
　
　

承
認 

六
十
八
名

　
　
　

未
承
認 

０
名

　
　
　
　

第
一
号
議
案
［
承
認
］

第
二
号
議
案

　

令
和
三
・
四
年
度
監
査
委
員
承

認
の
件

　
　
　

承
認 

六
十
八
名

　
　
　

未
承
認 

０
名

　
　
　
　

第
二
号
議
案
［
承
認
］

第
三
号
議
案

　

令
和
三
・
四
年
度
代
議
員
承
認

の
件

　
　
　

承
認 

六
十
八
名

　
　
　

未
承
認 

０
名

第
四
号
議
案

　

令
和
三
・
四
年
度
役
職
承
認
の

件
　
　
　

承
認 

六
十
九
名

　
　
　

未
承
認 

０
名

第
五
号
議
案

　

令
和
三
・
四
年
度
支
部
顧
問
・

参
与
承
認
の
件

　
　
　

承
認　

 

六
十
九
名

　
　
　

未
承
認 

０
名

 

（
敬
称
略
）

支
部
長　
　
　
　
　

池
上　

修
生

副
支
部
長　
　
　
　

金
光　
　

恵

　

〃　
　
　
　
　
　

平
上　
　

博

総
務
部
長　
　
　
　

金
光　
　

恵

総
務
副
部
長　
　
　

土
井
原
光
子

研
修
学
対
部
長　
　

問
田　

隆
大

研
修
学
対
副
部
長　

土
井
原
光
子

検
定
部
長　
　
　
　

則
武　

雅
美

検
定
副
部
長　
　
　

金
光　
　

恵

競
技
部
長　
　
　
　

平
上　
　

博

競
技
副
部
長　
　
　

問
田　

隆
大

広
報
部
長　
　
　
　

秋
元　

朋
子

広
報
副
部
長　
　
　

則
武　

雅
美

監
査
委
員　
　
　
　

河
相　

睦
美

　

〃　
　
　
　
　
　

嘉
数　

秀
彦

外
部
支
部
顧
問　
　

伊
原
木
隆
太

　

〃　
　
　
　
　
　

大
森　

雅
夫

　

〃　
　
　
　
　
　

原　
　

寿
男

　

〃　
　
　
　
　
　

浦
上　

雅
彦

支
部
顧
問　
　
　
　

平
上　

一
孝

　

〃　
　
　
　
　
　

問
田　

基
義

支
部
参
与　
　
　
　

原
田　

忠
文

　

〃　
　
　
　
　
　

尾
﨑
祈
生
子

　

〃　
　
　
　
　
　

落
合　

正
治

令
和
三
年
度
～

�

四
年
度

支
部
役
員
決
定

令
和
二
年
度 
臨
時
総
会
開
催

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

平
上
（
一
）・
問
田
（
基
）

　

尾
﨑
・
池
上
・
吉
田
・
若
林

　

小
林
・
落
合
・
嘉
数
・
近
藤

　

高
木
・
問
田
（
隆
）

 

（
珠
算
会
館
）

　

杉
本
・
金
光
・
片
岡
（
か
）

　

片
岡
（
つ
）・
山
本
・
繁
森

　

豊
田
・
平
上
（
博
）・
遠
藤

　

首
尾
木

 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

［
合
同
会
議
］

◎
池
上
支
部
長
あ
い
さ
つ

◎
平
上
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ

◎
各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
と

　

今
後
の
予
定

研
修
学
対
部

・ 

珠
算
教
育
士
一
名
、
珠
算
教
育

段
位
三
十
七
名
の
申
請
を
い
た

だ
き
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・ 

今
後
の
講
習
会
は
、
四
月
の
臨

時
総
会
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る

予
定
。

検
定
部

・ 

三
月
二
十
一
日
第
四
〇
二
回
珠

算
検
定
試
験
実
施
後
に
段
位
審

査
を
行
う
予
定
。

競
技
部

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
、
中
国

五
県
珠
算
選
手
権
大
会
、
岡
山

県
ち
び
っ
こ
そ
ろ
ば
ん
大
会
、

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
県
下
通

信
暗
算
競
技
大
会
は
実
施
し
ま

し
た
。

広
報
部

・ 

一
月
「
珠
算
お
か
や
ま
」
発
行

予
定
。
各
事
業
が
中
止
に
な
り

令
和
三
年
一
月
十
七
日
（
日
）

九
時
～
十
二
時

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館
二
階
会
議
室

オ
ン
ラ
イ
ン
各
役
員
宅

片
面
で
の
発
行
と
な
っ
た
。
五

月
発
行
の
次
号
も
同
じ
く
片
面

と
な
る
予
定
。

・ 

三
月
、
四
月
、
六
月　

ウ
ェ
ブ

広
告（
グ
ー
グ
ル
バ
ナ
ー
広
告
）

総
務
部

・ 

八
月
三
十
日
の
総
会
は
書
面
決

議
で
開
催
。

・ 

十
月
八
日　

防
火
管
理
者
講
習

会
を
支
部
長
が
受
講
。

議
事
内
容

○ 

令
和
三
年
度
支
部
役
員
選
挙
に

つ
い
て

・
令
和
三
年
一
月
七
日
（
木
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
発
足

・
常
任
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

→
八
名（
会
員
十
名
に
つ
き
一
人
）

　

 

支
部
長
、
副
支
部
長
三
名
を
含

む
十
一
名
ま
で
可
と
な
る
。

・
推
薦
委
員
二
名
を
選
出

→ 

吉
田
弘
芳
先
生
、
嘉
数
秀
彦
先

生
○
検
定
料
の
返
金
措
置
に
つ
い
て

　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
特
別
措
置

と
し
て
返
金
を
行
っ
て
き
た
が

令
和
三
年
度

会
費
納
入

の
お
願
い

　

来
年
度
の
諸
会
費
を
五
月

三
十
一
日
（
月
）
ま
で
に
地

区
で
取
り
ま
と
め
て
支
部
事

務
所
へ
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
厳
守
）

一
月
検
定
ま
で
と
し
、
第
四
〇

二
回
三
月
検
定
か
ら
は
返
金
措

置
は
行
わ
な
い
。

［
顧
問
参
与
会
議
］

・
公
印
省
略
に
つ
い
て

　

 

本
部
か
ら
の
指
示
（
通
達
）
に

よ
る
。

　

 

支
部
内
文
書
は
省
略
し
て
も
良

い
の
で
は
。
た
だ
し
会
計
に
関

す
る
書
類
に
つ
い
て
は
印
が
必

要
。

［
顧
問
参
与
・
常
任
委
員
・
地
区

長
合
同
会
議
］

　

 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
や
会
議
の

と
き
に
声
が
聞
き
取
り
に
く
い

の
で
支
部
用
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
機
材
を
揃
え
た
い
。

　

 

教
育
段
位
取
得
に
つ
い
て
は

「
単
位
認
定
規
則
」
に
よ
り
取

得
し
た
単
位
に
よ
り
「
珠
算
教

育
段
位
規
則
」
に
定
め
ら
れ
た

段
位
別
の
単
位
数
に
よ
り
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

顧
問
参
与
会
・
常
任
委
員
会
・

地
区
長
連
絡
会
開
催



（ 2 ）　　第１８６号  ２０２１年（令和３年）５月15日珠 算 お か や ま

合

格

お

め

で

と

う

第
四
〇
一
回
・
第
四
〇
二
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
四
〇
一
回
（
珠
算
）

　

九
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

五
段　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　

四
段　

岡
信　

葵
衣
（
吉
備
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央
（
津
山
）

　
　
　
　

青
木　

来
実
（
邑
久
）

準
四
段　

田
邉
笑
未
那
（
矢
掛
）

　

参
段　

関
根
明
希
果
（
吉
備
）

準
参
段　

小
山
さ
く
ら
（
岡
山
）

　
　
　
　

上
山
ひ
よ
り
（
津
山
）

　
　
　
　

橋
本　

雅
典
（
津
山
）

　
　
　
　

植
野　

心
晴
（
岡
山
）

　
　
　
　

後
藤　

彩
音
（
賀
陽
）

第
四
〇
一
回
（
暗
算
）

　

七
段　

横
川　

楓
果
（
岡
山
）

　
　
　
　

佐
田
尾
百
桃
（
倉
敷
）

準
六
段　

橋
本　

芽
依
（
東
備
）

　
　
　
　

上
原　

大
知
（
倉
敷
）

　

五
段　

青
木　

来
実
（
邑
久
）

　
　
　
　

神
尾　

玲
妃
（
備
南
）

　

四
段　

関
根
明
希
果
（
吉
備
）

　
　
　
　

首
尾
木
清
花
（
倉
敷
）

準
四
段　

大
塚　

一
輝
（
備
南
）

　

参
段　

平
松　

花
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴
（
新
見
）

　
　
　
　

妹
尾　

夏
実
（
邑
久
）

準
参
段　

鈴
木　

文
都
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
井
こ
こ
ろ
（
東
備
）

　
　
　
　

望
月　

遙
真
（
倉
敷
）

第
四
〇
二
回
（
珠
算
）

準
五
段　

植
田　
　

海
（
津
山
）

　
　
　
　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

熊
﨑　
　

咲
（
東
備
）

　
　
　
　

下
村
愛
香
里
（
東
備
）

　

四
段　

難
波　

実
由
（
岡
山
）

　

参
段　

坂
口　

華
陸
（
岡
山
）

　
　
　
　

小
山
さ
く
ら
（
岡
山
）

　
　
　
　

岡
本
り
ん
だ
（
吉
備
）

　
　
　
　

福
田　

愛
弓
（
吉
備
）

準
参
段　

尾
峪　

由
菜
（
津
山
）

　
　
　
　

佐
藤　

葵
衣
（
井
原
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

第
四
〇
二
回
（
暗
算
）

　

七
段　

原　
　

苺
伽
（
岡
山
）

準
六
段　

神
尾　

玲
妃
（
備
南
）

　

五
段　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

　
　
　
　

中
野　

美
桜
（
倉
敷
）

準
五
段　

下
村
愛
香
里
（
東
備
）

　

四
段　

橋
本　

雅
典
（
津
山
）

　
　
　
　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

　

参
段　

津
田　

陽
斗
（
美
咲
）

　
　
　
　

清
水　

心
優
（
備
南
）

　
　
　
　

大
井
こ
こ
ろ
（
東
備
）

準
参
段　

矢
鳴　

真
衣
（
高
梁
）

　
　
　
　

赤
松　

煌
太
（
美
咲
）

　
　
　
　

横
田　

光
栄
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
月　

優
芽
（
岡
山
）

　
　
　
　

中
村　
　

陸
（
倉
敷
）

　

毎
年
五
月
と
い
え
ば
、
爽
や
か
な

気
候
で
気
持
ち
よ
く
外
へ
出
た
く
な

る
も
の
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
今
年
は
昨
年
同
様
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ま
だ
ま
だ
気
持
ち

よ
く
楽
し
め
そ
う
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宴
会
や
会
食
な
ど
今
ま
で
の
楽
し
い

集
会
は
も
う
少
し
我
慢
で
す
。

　

生
徒
の
保
護
者
な
ど
か
ら
は
、

　
「
そ
ろ
ば
ん
の
先
生
」
と
い
う
肩

書
き
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
と
し

て
は
そ
の
事
を
改
め
て
自
覚
し
、
し

ば
ら
く
の
間
、
新
し
い
生
活
様
式
を

意
識
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
、
マ
ス

ク
、
人
と
の
距
離
を
取
る
。
あ
と
少

し
こ
れ
ら
を
徹
底
し
て
健
康
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

 

（
Ｙ
・
Ｊ
）

編
集
後
記

　

美
咲
地
区　

梅
川　

博
之

 

（
本
人
逝
去
）

 

（
令
和
三
年
三
月
）

　

賀
陽
地
区　

斎
藤
久
美
子

 

（
実
母
逝
去
）

 

（
令
和
三
年
三
月
）

お

く

や

み

副支部長・総務部長の任命を受け、
責任の重大さを改めて痛感しております。

『withコロナ』で前向きに！
円滑にかつ効率的な支部運営が出来る様、精一杯頑
張りますので、ご指導ご協力の程よろしくお願い
致します。

金光　　恵

この度の役員改選において副
支部長・競技部長の重責をお受けする

事になりました。
コロナ禍の中、子供達の為に出来る事を前向
きに考え、会員の皆様のご理解を頂きながら
頑張りたいと思いますので、ご指導、ご協
力宜しくお願い致します。

平上　　博

この度、大役をお引き受
けする事となりまして、重責を

感じております。世の中の急速な流れ
の中、できる限り心を尽くし二年間務め
させて頂きたいと思います。皆様からの
お力添えを賜りますよう、どうぞ宜し
くお願い致します。

則武　雅美

今期初めて常任委員をお受
けする事になり、緊張しています。

分からない事も多く不安ですが、皆様に
助けていただきながら、勉強して行きたい
です。
よろしくお願い致します。

土井原光子

今期二期目となります。
広報を担当させて頂きます。
前期の経験を生かして、また新たな気持
ちで頑張らせて頂きたいと思います。
よろしくお願い致します。

秋元　朋子

研修学対部長・競技副部長を務め
させて頂きます。

初めての常任委員で至らない点も多々あるかと存
じますが、新役員の先生方と協力し、精一杯努めて
参ります。
ご指導よろしくお願い致します。

問田　隆大

　

毎
年
各
地
区
で
、
会
員
の
先

生
方
よ
り
推
せ
ん
さ
れ
た
優
良

生
徒
の
表
彰
者

を
、
津
山
地
区

で
は
検
定
試
験

の
当
日
、
受
験

者
の
前
で
表
彰

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年

度
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
対
策

の
た
め
時
間
差

で
、
九
時
か
ら

会
場
を
少
し
飾

り
表
彰
式
と
、

九
時
五
十
分
か

ら
段
位
検
定
、

十
一
時
三
十
分

か
ら
三
級
以
上

の
検
定
、
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は

式
に
出
席
し
た

人
だ
け
で
、

一
・
二
・
三
で

マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
撮
っ
た
も

の
で
す
。

令
和
二
年
度 

優
良
生
徒
表
彰
式

津
山
地
区
　
豊
田
　
澄
子

　

山
陽
新
聞
朝
刊　

令
和
三
年
四
月
五
日
（
月
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

支部新役員の皆
さんからひとこと頂きました


